

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































断基準）たるものなり47」［と48]。かくの如く言って，大地の女神49スター ヴアラー は，マー ラ（悪
魔)波旬を,色々 な方法で非難し50,また,菩薩を【讃美し5'】称讃して，さらに，自らの力を様々
に示現したるのち，まさに，そこに隠没せり。
８９．その大地の声を聞くや，かの52幻惑者（マー ラ）は，軍勢もろともに，
恐催し，気が動転して，みな，遁走したり。
森の中にて,獅子の砲嘩を聞きたる群の如く，
からすつちくれ
［また］烏が，土塊を投げるや否や，たちまち，飛び去るが如く。
かくして,実に,マー ラ(悪魔)波旬は苦悩し,落胆し,憂愁して,鮒に耐えぬ形相をし
うしゅう
ながらも，慢,L,に囚われたるが故に，去ることなく，再び戻り来たることなく，逃亡すること
もなく，後方を向いて【立ち53】，さらにまた，軍勢に呼びかけたり。「諸君は’共に集まりて’
もうしばらく待たれよ。今から，われらは，この者を，もしや貧愛によって起たしめうるか否
しゆじようほう
かを検証すべし。まことに，かくの如き類の衆生宝（立派な衆生）を，即時に’壊滅するこ
となかれ」と。
それから，実に，マーラ（悪魔）波旬は，自分の娘たちに告げたり。「娘らよ’汝らは行って，
しさ
菩提の座に近づき，菩薩を試査せよ◎愛欲を有するや，あるいは，愛欲なきや。愚擬ありや，
もう童いめいち
あるいは，智慧ありや。盲昧なる者なりや，あるいは，諸方を明知せる者なりや，あるいは’
〈sようえしょ きょうだ
究寛の依処なき者なりや。‘怯儒なる者なりや，それとも，堅固なる者なりやを」と。この言葉
さいにょ
を聞いて，かのアプサラス（採女）たちは，《菩提道場へ54》また，菩薩のところへと近づき来
みわく
たりて，菩薩の前に立ち，三十二種の，婦女の蝿惑を示現したり○三十二種とは，如何なるも
のか。すなわち，次の如し。ある女たちは，そこにおいて55,顔の半分を覆い隠したり。ある
47「権証（判断基準）たるものなり」の原語pram麺abhntaに関する論文として，袴谷憲昭「pram”a-bhnta
とkumara-bhntaの語義」（｢駒羅短期大学儒教論集」第６号所収）があり，それによればbhmaは「真実
の」の意であるという。その指摘に従って，これを「真実の基準なり」と訳すことも可であるが，ここ
ではTib､tshadmargyurpadampalagsso（権証たるものの般上者なり）を重視して訳した。
48「と」に該当する原語（iti）は全写本に欠落しているが，Ｌ.はこれを挿入している。
49Ｔｉｂには，mahﾖprthivideva痕（大地の女神）に相当する訳語がない。
50「非難し」の部分は，Tib.では「口実（つけいる隙）を消失せしめ」という意味の訳文となっている。
51Ｔｉｂによれば「讃美し」に当たる原語abhyarcyaは削除すべきである。
52Ｔｉｂには，ｓａ（かの）に相当する訳語がない。
興Tib､には「立ち」（sthitv3）に当たる訳語がないから，これは削除すべきかもしれない。
別「菩提道場へ」の原文（bodhimapdoyena）は主要東大写本に欠けているが，Tib､によれば，これを挿入
すべきである。
弱「ある女たちは．そこにおいて」の部分は，Tib.では「彼女たちの中の．ある者は」という意味の訳文
となっている。
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はなみ
女たちは，引き締まり盛り上がりたる乳房を見せたり。ある女たちは，微笑して，歯並を見せ
わ急した
たり。ある女たちは，腕を上げ，伸びをして，１Ｍ〔下を見せたり。ある女たちは，ビンバ果の如
[〈赤56］き唇を見せたり。ある女たちは，半分閉じたる眼で菩薩を見つめ，見ては，また，す
ぐに閉じ［て瞬きをし］たり。ある女たちは，半ば覆われた乳房を見せたり。ある女たちは，
でんぶ うすぎぬ
衣服をゆるめ垂らして，腰帯57を巻ける啓部を見せたり。ある女たちは，ドウクーーラ製の薄衣
でんぶ
をまとい，腰帯58を巻ける瞥部を見せたり。ある女たちは，足環でリンリンという音を立てた
はだ
り。ある女たちは，乳房の間から，－一連の首飾りを見せたり。ある女たちは，半ばまで開けた
も もおうむ
る股を見せたり。ある女たちは，頭や肩の上に，パトラグプタ（護羽）鳥やシュカ（鶏鵡）や
くよく
シャーリカーー（鴻谷鳥）《が止まりたる59》を見せたり。ある女たちは，菩薩を，流し目によっ
て視たり。ある女たちは，美しき衣裳を着けながら，醜く装えるが如<にふるまえり。ある女
しななまめ
たちは，瞥部と腰帯60を振り動かせり。ある女たちは，とまどえるが如き姿をつくりて艶かし
ここかしこまわ
く，此処彼処に歩き廻れり。ある女たちは，舞い踊れり。ある女たちは，歌をうたえり。ある
しゅうち
女たちは，戯れては，また，蓋恥してみせたり６１．ある女たちは，風に揺り動かされたるカダ
ゆうえんも
り--（芭蕉樹）の如く，腿を揺り動かせり。ある女たちは，幽艶なる声を洩らせり。ある女た
ぎしょう
ちは，薄絹を着て，鈴をつけた金の腰帯を巻き，戯笑しながら歩き廻れり。ある女たちは，衣
服や装身具を地面に脱ぎ捨てたり62°ある女たちは，隠れたると露わなるとの，装身具のすべ
とゆ
てを顕示せり。ある女たちは．香を塗れる腕を見せたり。ある女たちは，頬に塗油して耳環を
見せたり。ある女たちは，身体63を覆い隠し，顔を覆いながら，時々ちらっと［顔を］見せたり。
きき
ある女たちは，初めに笑いざわめき嬉々として戯れ遊び，互いに思い出話をしては，再び，恥
ずかしげに黙坐せり。ある女たちは，少女の姿や，未出産の女の姿や，中年の女の姿を示現し
たり。ある女たちは，愛欲を帯びて，菩薩を招きたり。ある女たちは，花吹雪を菩薩に注ぎか
けて，また，［菩薩の64］前に立ちて，菩薩の心境を考撞し，また，顔を凝視したり。「この人は，
欲に染まりたる感官を以て視るや，あるいは，両眼は遠方を視るや，［眼は］動くや，動かざ
るや」と。［しかし］彼女らは65,菩薩の顔が清浄無垢にして，ラー フ（蝕をおこす阿修羅）よ
駁ｉＴｉｂ.には，「赤き」に相当する訳語（dmarbahi）がある。
57Tib.は「金の腰帯」という意味の訳文（gsergyiPhagska）となっている。
58Tib.は「金の腰帯」という意味の訳文（gsergyiphagska）となっている。
釣「止まりたる」の原文（upavi頭､）は主要東大写本に欠けているが，Tib．（hdugPar）によれば．これを
挿入すべきである。
6oTib.は「金の腰帯」という意味の訳文（gsergyiphagska）となっている。
6'「誌恥してみせたり」の部分は．Tib.では「蓋恥せるが如き振りをなせり」という意味の訳文となって
いる。
62「脱ぎ捨てたり」の部分は．Tib.では「脱ぎ捨て，恥ずかしげに，再び拾い上げたり」という意味の訳
文となっている。
“Tib.ｍgｏ（頭）は雑文k2iy且（身体）と合わない。
御Tib･には，「菩薩の」に相当する訳語（byanchubsemsdpai）がある。
侭Tib､には．面ｈ（彼女らは）に相当する訳語がなく，「～と見たれども」という意味の訳文となっている。
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あきひ
り解き放たれた月の光輪の如く，昇り来たれる旭日の如く，黄金の祭柱の如く，千の花弁の満
開せる蓮華の如く，供物に注がれたる火焔の如く，不動なることメール山の如く，超然たるこ
てっちせ人 ごじ
と鉄囲山の如くIこして，感官をよく護持すること象の如く，心は極めて温順なるを見たり。
その時，それらマーラの娘たちは，さらにいっそう66菩薩を魅惑せんがために,67か<の如き
偶を唱えたり。
９０．最高の季節なる，うるわしき春が訪れたる時，
たの
満開の花咲く樹の下で，私たちは恋愛を娯しむ。
あなた
貴方の容貌は端正Iこして，非常に美しければ，
そうごういるど
相好に彩られたる者よ，［貴方の］欲するがままになるくし68.
91．私たちは，高貴なる生まれにして，容貌うるわし<，
私たちは，天神・人間の安楽の因を，生ずる。
速やかに起ち上がりて，青春を享楽したまえ◎
菩提は得難きが故に，心を転向せられたし。
あなた みじたくせいそう
９２．貴方のために身支度し，盛装して来たりたる，
これらの，美しく着飾りたる天女たちを，しばらく的御覧あれ。
み
この姿を視て，愛欲への執著ある者の，誰が魅惑せられざるくし。
こぼ< よめ(、
たとえ，枯木の如く，余命少なき者ならんとも。
９３．髪はしなやかにして，かぐわしき甘き香りあり。
頭冠や耳環や飾り葉をつけて満開の［花の如き］顔を有し，
額は優美なりて，顔には締麗に化粧をなせり。
眼は，清浄なる70蓮華の如く，大きくて愛らしきなり。
力､おかたち
９４．顔容は．満月の如くなりて，
熟したるビンバ果の如き［赤き］唇を有し，
螺貝・クンダ花・雪の如く白き歯を有したる．
ごらん
愛楽を求める，魅力にあふれたる女たちを御覧あれ。
９５．乳房は，よくひきしまり，ふくよかに盛り上がり，
ひ超
腹部の三条の裳はきわめて優美なりて，
じびよう
啓部は，寺廟を囲む周円道の如く，豊満(こして愛らしき,
この上もなく美しき嫁女［たち］を，御主人さまは御覧あれ。
もも
９６．象の鼻の如き［丸き］股を有し，
66「さらにいっそう」（bhnyasyamatray3）の部分は，Tib・には，単に「強く」（§intu）と訳されている。
67Tib､には，「歌と踊りをまじえたる」という意味の訳文が挿入されているo
68Tib・は「[貴方に］従うものと．私たちはなるべし」という意味の訳文となっている。
約Tib･には．tZiva（しばらく）に相当する訳語がない。
70Tib・rgyaspa（満開の）は焚文ｖｉ§uddha（澗浄なる）と合わない。
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すきまＩユ
腕Iこは，腕環を隙間なく朕め，
ごうしゃこがれ あで
Ｉ何部は，豪著なる黄金の帯もて艶やかに飾りたる，
あなたそばめ
この，貴方の側女［たち］を，御主人さまは御覧あれ。
ゆゆ
97．［私たちは］ハンサ鳥（鴬烏）の歩調もて．緩る緩ると歩き，
甘美かつ優雅に，深く情愛をこめて語り，
よそお
かくの如き装いもて，非常に美しく身を飾り，
つうざよう
天界の諸快楽に，よく通暁したり。
98．［私たちは］歌詠．器楽．舞踊に熟達し，
享楽のために美しき姿を有して現れたり。
あなた
愛欲を切望せる女たちを．貴方が，もし欲せざるとせば，
貴方は，この世にて，甚だし<も，みごとに欺かれたり。
99．財の楽事を知らざる，愚かなる，ある人が，
宝を見つけたるにもかかわらず，逃走するが如く，
貴方もまた，愛の享楽を知らずして，
自ら来たる採女たちを享受することなからば．それと同様なり。
ラリタヴイスタラの研究
まぱた はがんいつしよう
すると，その時，比丘らよ’菩薩は，眼を瞬きさせることなく，微笑を浮かべ，破顔一笑し
や虫 しんに
て，感官に惑乱あることなく，身体に気取りあることも痕しきところもなく，愛著なく，順悪
<’ち こにやく ものお
なく，愚擬なく，山王の如く不動にして，怯弱ならず，当惑せず，物怖じすることなく，ゆる
ぎなく確立せられたる覚知を以て,［また]諸の煩悩を徹底的に滅除せるが故に自らに雌す
る智の法門を以て，温和にして甘美なる語言と，焚天を超過せる《音響と７１》，カラヴインカ
さえずり
鳥のIWf声と，美妙にして優美なる音声とを以て72，かの，マーラ（悪魔）の娘たちに，偶によっ
て，返答したり。
１００．愛欲は，実に，多くの苦悩の集積にして，苦の根本なり。
諸の愚者をして，禅定と神力と苦行とを喪失せしむ。
「婦女との欲楽に満足あることなし」と，賢者は言えり。
われは，諸の愚者をして，智慧もて満足せしむくし。
ふけ
１０１．愛欲に耽るならば，渇愛は，ますます増大すべし。
あたかも，誰かある人が塩水を飲めるが如し。
そこに陥りたる者に，自己の利益なく，他者の利益もなし。
われは，自己の利益と他者の利益とを切望する者なり。
７１「音轡と」の原文（ghoSena）は主要東大写本に欠けているが，Tib．（､ａｍｄａ､）によれば．これを挿入
すべきである。
7zTib・には．svarema（音声を以て）に相当する訳語がない。
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みなわうたかた
102．汝［ら］の姿は，水沫か泡沫《に似たるもの73》の如くIこして，
幻の彩色《の如く74》，自らの想念によりて創作せられたり。
まさしく夢の中の遊戯の如く，堅実ならず，また，常ならずして，
愚かなる若者の心を，常に，惑乱せしむ。
103．［人の］眼は，水の泡《に似たるもの75》の如くにして，皮膚に覆われ，
血の塊が堅くなって突出したる腫傷の如きものなり。
腹部は，尿と糞の集積にして，はなはだ不浄なり。
［身体は］苦を生み出す器械《の如きもの76》にして，業と煩悩から生起したり。
てんどう
lO4・凡愚なる者たちは，それに惑乱せられ，顛倒（謬見）Ｉこより，
しか
身体を清浄なるものと妄想すれど，智者は然らず。
りんね てんしよう
苦悩の根源たる輪廻Iこ，長時にわたり転生すれば，
もろもろ
諸の地獄において，多くの耐え難き苦痛を受<くし。
ろうせつ
105．啓部からは，不快なる悪臭物を漏i世し，
すね けいりゅう
腿と腿と足とは，器械の如くIこ繋留せられたり。
われ，汝らを真実に観察すれば，幻の如くにして，
顛倒せる因と縁より生起したるものなり。
106．高貴なる智道にある者には，顛倒せる邪道なりて，
火炎か毒の葉の如く，また，盆怒せる大蛇の如し。
徳あることなく，徳を忘失せしめる，愛欲の享楽を見て，
そこに，愚昧なる者たちは迷悶し．《故に77》安楽の想念を生ずる。
'07．愛欲の故に女人たちの奴隷となれるところの人，
［また］法の楽を捨てて，愛欲により歓楽するところの人，
その者は，快楽を熱望して，持戒の道より逸脱し，［また］
禅定の道より逸脱し，覚知を喪失して，智より遠く離れて住する。
しんに
１０８．われは，欲情や旗悪と共に住することなくして，
常［見］・浄［見］・我［見］と共に住することもなし。
不快とも，また，快とも，共に住することなくして，
わが心は，全く解放せられ，虚空の風の如し。
河「似たる」の原文（tulya）は東大写本に欠けているが．Tib．（mtshuns§in）によれば，これを挿入すべき
である。
74「如く」の原文（iva）は東大写本に欠けているが，Tib．（ltar）によれば，これを挿入すべきである。
75「似たるもの」の原文（tulya）は東大写本に欠けているが，Tib．（mtshunssin）によれば，これを挿入す
べきである。
76「如きもの」の原文（yathEi）は全写本に欠落しているが，韻律によってこれを挿入すべきである。
77「故に」の原文（atah）は全写本に欠落しているが，韻律によってこれを挿入すべきである。
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１０９．たとえ，汝の如き者たちによって，この，一切世間が充満し78，
いくこう
幾劫もの間79,そのような者たちと共に交わりて暮らそうとも，
ふんこ人
われに，念恨あることなく，また，欲情なく，愚癖あることも
勝者（仏陀）の心は‘虚空に似たるものの如くなればなり。
１１０．たとえ，この世において，天神や天女は，非常に無垢にして．
もなし。
血も骨も無く，消浄なりといえども，
彼らもまた，みな．大いなる恐怖のうちに暮らせり。
永遠性を欠き，常住ならざるが故なり。
〔第21章…次号に続く〕
78「この，一切世間が充満し」の部分は，Tib.では「一切の衆生によって，この世が充満し」という意味
の訳文となっている。
79Tib,bskalpar（一劫の間）は焚文kalpｮ、（幾劫もの間）と合わない。
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